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Evidence suggests that maternal parenting attitudes experienced during childhood may lead to the 
development of body dysmorphic disorder (BDD), although its mechanism remains uncertain. This 
study aimed to examine whether maternal parenting attitudes such as care and overprotection were 
related to dysmorphic concern and whether rejection sensitivity mediated these relationships. A total 
of 428 Japanese university students took part in a web-based survey. Although maternal care was 
not significantly associated with dysmorphic concern, a significant positive association was found 
between maternal overprotection and dysmorphic concern. Furthermore, both maternal care and 
maternal overprotection were related to dysmorphic concern via rejection sensitivity. Future studies 
should examine whether these findings can be replicated among patients with BDD.  
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 醜形恐怖症(Body Dysmorphic Disorder: BDD)と
は，実在しない，または些細な外見上の欠点

に対するとらわれと強迫行為を特徴とする精

神疾患である(American Psychiatric Association, 
2013)。BDD は日常生活に著しい苦痛や障害を

引き起こし，比較的高率に出現するにもかか

わらず(Phillips, 2017)，その発症と維持のメカ

ニズムに関する研究知見は限定的である。 
BDD の発症には人生早期における親の養育

態度が関与している可能性がある。親の養育

態度と精神疾患の関係を検証した研究(Kidd et 
al., 2022)によれば，養護(care)が不十分で過保護

(overprotection)な「愛情欠損的統制(affectionless 
control)」を特徴とする養育を小児期に経験す

ると，その後に精神疾患を発症するリスクが

高くなることが示唆されている。BDD の発症

について，鍋田(2011)は自身の臨床経験から，

父子関係よりも母子関係の方が重要であると

述べている。これらから，養護的な母親の養

育態度は BDD 発症の保護要因となり得る一方

で，過保護な母親の養育態度は BDD 発症の危

険要因となり得ることが予測される。 
人生早期において主たる養育者である母親

から「愛されていない」，「拒絶されている」，

と感じさせるような拒絶体験は，他者からの

拒絶に過敏になる傾向をもたらす。これは，

拒絶過敏性と呼ばれ，他者からの拒絶を不安

とともに予期し，素早く知覚し，過剰に反応

する傾向と定義されている(Downey & Feldman, 
1996)。拒絶過敏性は両親を含む重要な他者か

らの拒絶体験に起因し，親の養育態度が拒否

的あるいは支配的であるほど高いとされてい

る(Rowe et al., 2015)。 
BDD 患者は他者からの拒絶に敏感である
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(Gao et al., 2017)。自分の容姿を理由に，他者か

ら拒絶されることを恐れ，症状を助長させる

ような社会的回避や強迫行動を行う傾向がみ

られる(Kelly et al., 2014)。したがって，小児期

における母親の養育態度は，拒絶過敏性の程

度に影響し，BDD 症状に寄与することが予測

されるが，このような仮説を検証した研究は

現時点では存在しない。 
 なお，BDD 症状については，臨床群と健常

群との間に量的な連続性が仮定されている

(Bala et al., 2021)。臨床群と重症度は異なるもの

の，健常群にも見られる「外見上の欠点に対

する強い心配やとらわれ，外見上の欠点の過

剰な確認やカモフラージュ，社会的回避や再

保証希求」は醜形懸念と定義されている 
(Littleton et al., 2005, p. 229)。これらは BDD患者

の代表的な症状であるが，BDD の診断基準に

満たないレベルで外見に悩んでいる者は多い 
(Lambrou et al., 2012)。BDDは一般的な外見の悩

みの連続性上にある現象で，BDD 患者と健常

者は症状の重症度によって異なると考えられ

ている(Philips, 2017)。この連続性を前提に，健

常群の醜形懸念に関する研究知見を BDD 臨床

群に応用するためのアナログ研究が国内外で

行われている(e.g., 田中他, 2013)。そこで，本研

究では，母親の養育態度は醜形懸念に関連し，

その関連を拒絶過敏性が媒介するかを検討す

ることを目的とする。 

方 法 

調査対象者と調査時期 
 調査対象者は大学生 428 名(男性 161 名, 女性

263名, 回答しない 4名, Mage = 19.89, SDage = 1.28, 
age range = 18-31)であった。2022年 6月~7月に

大学の講義時間を利用して Google フォームを

用いた無記名自記式質問紙調査を Web 上で実

施した。本研究は，武蔵野大学人間科学部倫

理委員会の承認を得て実行された(承認番号: 
2022-03-01)。 
 
調査材料 
 (1) デモグラフィック・データ 性別と年齢

のみ回答を求めた。 
 (2) 日本語版 Body Image Concern Inventory 

(J-BICI; 田中他, 2011) 醜形懸念を測定する尺

度である。「容姿の問題に対する安全確保行

動」，「容姿の問題からの回避行動」，「容姿へ

の否定的認知」の 3 下位尺度，全 19 項目で構

成される。各項目の回答には，1点(まったくな

い)~5点(いつもそうだ)の 5件法を採用した。本

研究では，J-BICI の合計得点を目的変数として

使用した(ω = .92)。 
(3) 日本語版 Interpersonal Sensitivity Measure 

(J-IPSM; 巣山他, 2014) 拒絶過敏性を測定する

尺度である。「関係破綻の不安」，「他者を傷つ

ける不安による非主張性」，「批判されること

への懸念」，「社会的自己像と真の自己像の不

一致」，「他者評価追従」の 5 下位尺度，全 27
項目から構成される。1 点(全然当てはまらな

い)~4点(とても当てはまる)の 4件法で回答を求

めた。本研究では，J-IPSM の合計得点を媒介

変数として使用した(ω = .91)。 
(4) Parental Bonding Instrument 日本語版 

(PBI-J; Kitamura et al., 1993a, 1993b)  
16 歳までの母親の養育態度を測定するため

に採用した尺度である。「養護」と「過保護」

の 2 下位尺度，全 25 項目から構成される。本

研究では調査対象者の多様な家庭環境に配慮

し 3，母親または母親に代わる養育者の養育態

度について 0 点(全く該当しない)~3 点(該当す

る)の 4 件法で回答を依頼した。本研究では，

養護下位尺度の合計得点(ω = .91)と過保護下位

尺度得点の合計得点(ω = .85)をそれぞれ説明変

数として使用した。 

結果 

欠損値や多変量外れ値を示した者を除く 379
名(男性 139名, 女性 237名, 回答しない 3名, Mage 
= 19.93, SDage = 1.30)を分析対象者とした。母親

の養護と過保護の得点分布に± 3.29 以上の尖度

または歪度の標準得点が検出され，正規分布

に近づけるために平方根変換を適用した

(Tabachnick & Fidell, 2012)。なお，すべての変数

間で有意な Pearson の積率相関係数が得られた

(rs = -.59~.47, ps < .01)。 
母親の養護(M = 28.61, SD = 6.12)と過保護(M = 

10.76, SD = 6.26)を説明変数，拒絶過敏性を媒介

変数(M = 78.83, SD = 12.21)，醜形懸念を目的変

数(M = 56.05, SD = 14.54)とする媒介分析を

PROCESS macro version 4.1 for SPSS(Hayes, 
2022b)を用いて実施した。 
最初に，媒介変数投入前の結果を Table 1 に
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示す。母親の養護と醜形懸念に有意な関連は

認められなかったものの，母親の過保護と醜

形懸念に有意な正の関連が認められた。 
次に，媒介変数投入後の結果を Figure 1 に示

す。母親の養護と過保護は，どちらも拒絶過

敏性と有意に関連していた。また，拒絶過敏

性は醜形懸念と有意な正の関連を示した。な

お，母親の養護と醜形懸念ならびに母親の過

保護と醜形懸念の間に有意な関連は見られな

かった。 
拒絶過敏性を媒介した醜形懸念に対する母

親の養育態度の間接効果を検討するために，

95%パーセンタイルブートストラップ信頼区間

(標本数:5,000)を算出した。母親の養護(β = -.06, 
95% Boot CI [-.12, -.01])と過保護(β = .11, 95% Boot 
CI [.06, .17])の信頼区間に 0は含まれておらず，

有意な間接効果が確認された。 

考 察 

本研究では，養護的な母親の養育態度と過

保護な母親の養育態度それぞれ醜形懸念に関

連し，それらの関連を拒絶過敏性が媒介する

かを検討した。その結果，拒絶過敏性を統制

した上では，母親の養育態度と醜形懸念に直

接的な関連は見られなかったが，拒絶過敏性

を介した間接的な関連が見られた。したがっ

て，養護的な母親の養育態度は，拒絶過敏性

を下げることで，醜形懸念を低減させる一方

で，過保護な母親の養育態度は，拒絶過敏性

を高めることで，醜形懸念を増大させる可能

性が示唆された。 
本研究の限界として，大学生を対象とした

調査結果が BDD臨床群全体に適用できるとは 
限らないことが挙げられる。しかし，BDD が

好発する青年期(Bjornsson et al., 2013)の大学生を

対象に醜形懸念の生起メカニズムを検証する

ことで，健常群における BDD の発症予防を考

える一助となり得ることが期待される。今後

は，BDD 臨床群に対して同様の調査を行い，

本研究の結果が再現されるかを検討したい。 

注 

3 令和 2 年国勢調査(総務省統計局, 2021)にお

いて，15 歳未満の男児または女児がいる世

帯のうち，「ひとり親と子どもから成る世帯」

が 8.7%，「その他の世帯」が 12.2%であるこ

とをもとに配慮した。 
4 従来，説明変数と目的変数の間に有意な関

連(i.e., 総合効果)が認められた上で，媒介分

析を行うのが一般的であった(Baron & Kenny, 
1986)。しかし，双方の関連が有意でない場

合でも，有意な間接効果が検出されること

があるため，間接効果の検定を実施するこ

とが今では推奨されている(Hayes, 2022a)。 
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醜形恐怖症の発症に小児期における母親の養育態度が寄与している可能性が指摘され

ているものの，そのメカニズムは明らかになっていない。本研究の目的は，母親の養

育態度(養護と過保護)は醜形懸念と関連し，その関連に拒絶過敏性が介在するかを検

討することであった。大学生 428 名を対象に Web 上での質問紙調査を行った。その結

果，母親の養護と醜形懸念との間に有意な関連は認められなかったが，母親の過保護

と醜形懸念との間に有意な正の関連が認められた。加えて，母親の養護と過保護は拒

絶過敏性を介して醜形懸念に関連することが示された。今後は，BDD 臨床群を対象に

本研究の結果が再現されるかを検討することが求められる。 
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